
教 育 委 員 会 会 議 次 第 

令 和 ７ 年 ４ 月 ２ ４ 日 （ 木 ） １ ５ :０ ５ 

小 倉 北 区 役 所 ６ 階  教 育 委 員 会 会 議 室 

 

１ 開  会 

 

２ 案  件 

（１） 議案 

議案第１号 「北九州市学校給食審議会委員の委嘱について」 

（学校保健課長） 

 

議案第２号 「北九州市教育支援委員会委員の委嘱又は任命について」 

（特別支援教育相談センター所長） 

 

３ 閉  会 
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教 育 委 員 会 （ 定 例 会 ） 

 

１ 開催年月日  令和７年４月２４日（木） 

２ 開催時間   １５：０５～１５：１８ 

３ 開催場所   小倉北区役所６階 教育委員会会議室 

４ 出席者    （教育長）  欠席 

         （職務代理） 大坪 靖直 

（教育委員） 郷田 郁子、香月 きよう子、中島 良 

５ 事務局職員  教育次長              大庭 千枝 

総務部長              冨原 明博 

学校支援部長            藤井 創一 

学校教育部長            竹永 政則 

教育相談・特別支援教育担当部長   田尾 弘 

生涯学習総合センター所長      千々和 圭輔 

教育研修監理官           澤村 宏志 

総務課長              越智 豊 

企画調整課長            栗原 健太郎 

学校保健課長            藤田 真治   

特別支援教育課長          森永 勇芽 
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教育委員会(定例会)会議録（令和７年４月２４日） 

 

１ 開 会 

  １５：００ 大坪職務代理委員が開会を宣言 

 

２ 会議録署名委員の指名 

  大坪職務代理委員が会議録署名委員に、中島委員と香月委員を指名。 

 

３ 案 件 

（１）公開案件 

 

議案第１号「北九州市学校給食審議会委員の委嘱について」 

 

本議案の提案理由を学校保健課長が説明。 

 [提案理由要旨]  

 

 

中 島 委 員／委員の選任についての異議はないが、説明をいただきたい点がある。前任者の

解嘱が２月９日で、今回４月２５日からとのことで、後任者を探すのにかなり時

間がかかっていたと想像する。これが通常のタイムラグなのか、それとも選任す

るのに何か課題があったのかなど、このタイムラグがどのように生じたかについ

て、ご存じのことがあれば教えていただきたい。 

学 校 保 健 課 長／このたび退任された藤沢委員については、引退されたため、今回の市議選に出

馬されなかった。そして、議員の身分がなくなった時点で「辞任」という形で出

ている。その後、市議会の「議会運営委員会」というものの中で、後任の委員を

推薦していただいた経緯がある。よって、「議会運営委員会」が開かれて、推薦

委員が決まるまでの期間が多少かかった、という理解である。 

中 島 委 員／了解した。その議会の中で選任して決めた後、こちらに伝わるまでの期間であ

り、通常のタイムラグであると理解した。この審議会を負担に感じ、受け手がい

なかったのではと少々心配したところであった。そのようなこともなく、安心し

た。 

原 案 可 決 

 

議案第２号「北九州市教育支援委員会委員の委嘱又は任命について」 

 

本議案の提案理由を特別支援教育相談センター所長が説明。 

 [提案理由要旨]  

 

 

香 月 委 員／委員を教育関係から福祉関係に変更した理由はなにか。特に、「門司ヶ関学園」

は児童養護施設だと思うが、そのようなところへ変更した理由等を教えていただ

きたい。 
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特 別 支 援 教 育 相 談 セ ン タ ー 所 長／資料３ページ、「新任」の欄３段目に「明瀬真二施設長を新任」としている理

由として、特別支援教育、特に聴覚教育についての専門知識を有する人材を確保

するためである。明瀬施設長は長年、本教育委員会事務局や特別支援学校長とし

て本市の教育支援委員会に携わってこられた方であり、明瀬施設長を委嘱するこ

とにより、学校関係者のみならず、教育支援委員の人材育成をより一層推進でき

ると考えている。 

香 月 委 員／明瀬委員の履歴を鑑みて選任したということか。承知した。 

中 島 委 員／香月委員と同じところの確認であったが、今の解答の中で、「充て職を継続す

るのではなく、しっかりと人柄や専門性に信頼の置ける人を常に選任している」

という流れが分かり、安心した。 

１点質問がある。この委員の選任自体に関して異議はないが、前回の改選の時、

療育センターの先生方含め、やはりここの委員を務めていただいている先生方に

相当の負担をおかけしているのではないか、という話題が出たと記憶している。 

その後、もしも委員の先生方の負担を軽減できるような今後の就学相談などの流

れなど、ご意見をいただいたことや検討中のことなどがあれば、参考までに伺い

たい。議案自体とは関係ないが、よろしくお願いする。 

特 別 支 援 教 育 相 談 セ ン タ ー 所 長／委員は、非常に高い専門性をお持ちの方々にお願いしている。特に、療育セン

ターのドクターには、大変多くの方々に参加していただいている。当センターか

らも、毎週火曜日のカンファレンスに参加しており、できるだけスムーズな情報

共有ができる形で、先生方の負担が少なくなるようにしている。また、書類審査

等については、事務長を通して配布させていただくなど、具体的に「これだけ業

務が減っている」という形で表現するのは難しく、申し上げにくいが、できるだ

け努力してまいりたい。 

中 島 委 員／前回伺った就学相談の件数だけでも相当なものであった。また、香月委員から

伺っていた「療育センターの先生方の働き方改革」などのところも気になってい

たので、そのように業務改善に努めていただいていることに、とても安心できた。

感謝する。 

 

原 案 可 決 

 

４ 閉 会 

１５:１８ 大坪職務代理委員が閉会を宣言 
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